
 

 

「ただいま」、「おかえり」と言いあえるまちへ 
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シトラスリボン 

プロジェクト IN とちぎ 
特集 

VOL.24 

在宅医療・介護連携推進協議会から 

 

 
シトラスリボンは市民課窓口と、喜連川市民生活 
室で配布しています。ご自由にお取りください。 
※なくなり次第終了となりますのでご了承願います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

シトラスリボンプロジェクトとは 

 
コロナ禍で生まれた差別、偏見を耳にした

愛媛の有志がつくったプロジェクトです。 
愛媛特産の柑橘にちなみ、シトラス色のリ

ボンを身に付けて、「ただいま」「おかえり」
の気持ちを表す活動を広めています。 
 ３つの輪は「地域」「家庭」「職場（学校）」
を意味しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 
「ただいま」「おかえり」と言いあえるまちなら、安心
して検査を受けることができ、ひいては感染拡大を防
ぐことにつながります。 
 また、復帰した感染者や医療関係者への差別や偏見
が広がることで生まれる弊害も防ぐことができます。 
感染者が「出た」「出ない」ということ自体よりも、

感染が確認された“その後”に的確な対応ができるか
どうかで、その地域のイメージが左右されます。 
県内でもシトラスリボンプロジェクト IN とちぎとし

て、プロジェクトの輪が広まってきています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 
上記文章・図引用元：シトラスリボンプロジェクト様 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

みんなで広げようシトラスリボンプロジェクト 

 

 
←シトラスリボンプロジェクトと 
シトラスリボンの作り方はコチラ 
    
   QR コードを読み取り 
   ご覧ください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 


